
主催 山梨県立図書館・山梨大学附属図書館子ども図書室 

あ か ぎ 

山梨県立図書館 

山梨大学連携事業 

 

【申込みについて】 
・子どもの読書に関心のある方ならどなたでも参加できます。お子様同伴での参加は 

 ご遠慮ください。 

・裏面の参加申込書にご記入の上、ＦＡＸ、郵送等でお申し込みください。 

・電子メールでのお申し込みも可能です。件名を「子どもの読書オープンカレッジ参加 

 申込み」とし本文に「氏名・所属（一般の方は不要）・電話番号」を記入し送付ください。 

・定員に達した時点で締切とします。（締切後にお申し込みいただいた場合は、ご連絡いたします。） 

参加無料
参加無料  

キャンパスネット 
やまなし連携講座 

第3回 

講 師 赤木 かん子氏（児童文学評論家） 

日 時 平成３０年１０月１８日（木） 

    午後２時から（午後４時終了予定） 

会 場 山梨県立図書館２階 多目的ホール 

定 員 100名 

【講師プロフィール】 

 1983年、子どものときに読んでタイトルを思い出せない本を探す「子どもの本の探

偵」でデビュー。その後、子どもの本の書評及び子どもの文化の紹介をするうちに学

校図書館の改装に関わり、学校図書館の作り方と運営のしかたを考えるようになる。

子どもたちの調べ学習の発表で、出典等が何も書かれていないことに驚愕し、調べ学

習の手順を考案する。ここ二、三年は、読み聞かせができる科学の本と、文字が読み

にくい人のためのLLブック、ユニバーサルデザインブックを作っている。 

2018 

  

 ヤングアダルト、ということばには二種類の意味があります。一つは人…

つまり年齢です。もう一つは本…つまり文化です。アメリカでは1960年代、

この二つの意味はイコールでした。つまり、ヤングアダルト文学は、10代が

読むもの、だったのです。ところが2018年には、この二つのヤングアダルト

は分離して、イコールではなくなってしまいました。その現状と、いまの中

高生に、どんな本を手渡したらよいのかを考えます。 

  「いまヤングアダルトはどうなっているのか」「いまヤングアダルトはどうなっているのか」  



山梨県立図書館 サービス課 子ども読書推進担当 行 

 

ＦＡＸ：０５５－２５５－１０４２  
※ＦＡＸ送信の場合、送信票等は不要です。このままお送りください。 

 

           【参加申込書】 

第３回 子どもの読書オープンカレッジ  

 

   

申込日：平成30年  月  日 

■図書館の駐車スペースには限りがあります。（153台） 

 

■駐車料金は図書館利用者については、1時間以内は 

  無料、以降30分につき一般車は150円です。 

 

■できるだけ乗り合わせてお越しいただくか、公共交通機 

   関をご利用ください。 

ふ り が な 

氏   名 
所属機関名 職 名 

連絡先 

（電話／ＦＡＸ） 

        

        

        

        

※ご記入いただいた個人情報は、今回の講座にのみ利用させていただきます。 

この講座は、「第3次山梨県子ども読書活動推進実施計画」に基づき、また山梨大学の地域貢献事

業の一環として、山梨県立図書館と山梨大学の共同企画により行われるものです。参加申込みは各

回ごとに行います。今後は第4回：12月6日、第5回：2019年2月7日に実施予定です。 

会場案内 

  【お申込み・お問合わせ先】 

 山梨県立図書館  サービス課  子ども読書推進担当 
     

 〒400-0024 甲府市北口二丁目８－１ 

 TEL 055-255-1040 FAX 055-255-1042 

 E-mail ： kodomo@lib.pref.yamanashi.jp 
 URL:https://www/lib.pref.yamanashi.jp/ 

『いまヤングアダルトはどうなっているのか』 


